
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「愛だろっ、愛」 
校長 小 崎 伸 人 

  

「〇〇愛」という言葉は「推し」に代わり、愛という文字や言葉が生徒たちにとっては重すぎるの

か、もしくは気恥ずかしいのか、あまり聞くことがなくなりました。愛だ恋だと何も分からずに過ごしてい

た自分の中学生時代は「好き」の発展形が「愛してる」という感覚で、片思い中は「好き」、両思

いになったら「愛してる」という区別をつけながらも言えるはずもなく、「あ～（いしてる）…好き」程度

が精一杯の表現だった気がします。「推し」になるとさらに遠回りした表現のような気もしますが、多

くの情報に囲まれ過ぎ、SNS等での文字表現に長けた生徒たちにとっては、口にすること自体を避

けているのかもしれません。愛の告白も別れを告げるのも放課後の人気のない教室から、スマホ

を通して済ますことが多い中学生にとっては、当たり前の流れなのかもしれません。 

 

それでも学校の中は愛で溢れています。言葉にならずとも多くの場面で愛を見かけます。何気

ない会話の中で聞こえてくる友達へのちょっとした気遣い、部活動での先輩後輩同士のつながり、

行事などで隠し切れない担任への思い、日常的にかけ続ける先生から愛のある言葉と行動。 

成長段階の大人への抵抗から出る辛口な言葉も「そこに愛はあるのかい？」と聞く必要もなく、

愛するが故の相手への期待の心が言葉に込められています。自分自身をうまく表現しきれなくて

当たり前な時期だからこそ、先生たちは常に言葉の裏にある感情を探ります。なぜ、その言葉を今

言うのかを考えることで、生徒が本当にしたいこと、気になっていることの一端を知ることができます。

そこを少しずつ掘り下げながら、生徒に返すことによって生徒自身が成長していることに気づかせ

ようとしています。そう、「これも愛 あれも愛 たぶん愛 きっと愛」なのです。 

 

最初は大人（先生）と子ども（生徒）の関係であっても、三年間を一つ屋根の下に暮らすうちに、

大人と大人の関係性へと変化していきます。先生の言葉にある気持ちも察知し、その気持ちを汲

んだ言葉も多くなります。もちろん中学生ですから、様々なことにもがき続け、時に多かれ少なか

れ道を外してしまう時だってあります。しかし、先生は「道を外した」とは考えず、「回り道をしている」と

しか思いません。先生として、人間としても未熟である私たちですから、時折、生徒からの言葉に

傷つき、怒りを覚えることもありますが、数年、数十年後に笑ってその話ができることを知っています

し、その頃には、生徒たちも社会を知り、身近な大人であった先生たちの本当の気持ちを理解で

きることも知っています。 

 

学校行事だけではなく、何気ない日常生活に溢れている愛がすべての成長を支えています。

それは生徒だけではなく、先生の成長も。自分が思うような教育ができなかったときも、生徒から自

分が期待する言動を得られなくとも「愛だろっ、愛」とつぶやくことで乗り切り、もっと深く愛そうと努め

ます。報われない片思いも、時間が素敵な思い出へと形を変えてくれます。その時間は片思いさ

れた方にも同じように相手がこんな気持ちだったと気づかせてくれます。今、生徒たちが先生たち

の愛を分からなくても、愛されている状態の心地良さは、今度、生徒が大人になったときに愛する

喜びを知るきっかけとなります。だからこそ、最後に愛は勝つのです。 

 

教育目標 
 

未来を創る生徒の育成 

自分の未来を切り拓く力 

ふるさとの未来を築く力 

別海町立別海中央中学校 

  校長 小 崎 伸 人 

令和７年（2025年１１月２８日） 

   第１３６１号（１０号） 

明日を想像（創造）し、今を全力で取り組む生徒の育成を目指して 

＝今日は昨日の明日～未来のために今一瞬を頑張る生徒＝ 



  

 

  

 

 

12月2日より代替教諭として着任 

 

 

【１２月の主な行事予定】 
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ＡＬＴ来校 1年歯科指導 

２年歯科指導 下校バス 14:40 

委員会 

３年歯科指導 

バスケ部１年生強化リーグ～7 日（釧路市） 

ＡＬＴ来校 

職員会議 はくちょう号 

２年北方領土学習 

ＡＬＴ来校 

３年後期期末テスト 下校バス 14:40 

３年後期期末テスト 

靴箱清掃（A組） 

１・２年生５時間授業 冬休みの計画（学活） 

下校バス 14:40、16:00 

靴箱清掃（B組） 

2学期終業集会 大掃除 

冬季休業スタート 3年生登校日 

下校バス 11:40 

 

※学校閉庁日（12/29～1/4） 

1/13 冬休み学習会 

1/15 ３年生登校日 

1/16 始業集会 

１１月の生徒の活躍＜各種大会の記録＞ 

 

【サッカー】 

◎第37回全道U-15フットサル選手権大会根室地区予選 

（11/3：根室市） 

 対 中標津、広陵合同 11-3 勝 

         対 レグルス     1-7 負 

         対 根室合同      7-8  負  

                     ※第３位 

【卓球】 

◎テルイ杯卓球大会兼第34回根室管内新人戦卓球大会 

（11/3：別海町） 

   男子団体戦 優勝 

  女子団体戦 準優勝 

 男子シングルス 優勝  S.Yさん 

準優勝 O.Aさん 

  女子シングルス 準優勝 I.Yさん 

 

【バスケットボール】 

◎Ｖ☆ＳＴＡＲ ＴＡＴＳＵ杯争奪中学生バスケットボール 

選手権兼全道新人戦北大会予選会 

（11/9・15・16：釧路市） 

  男 子 １回戦 対 釧路付属中 98-14 勝 

      ２回戦 対 中標津中  27-75  負 

  女 子 １回戦 対 釧路鳥取中 51-60  負 

       

【バレーボール】  

◎令和7年度根室管内中学生バレーボール選手権秋季大会  

（11/15：標津町） 

 準決勝 対 根室合同  2-0 勝 

決 勝 対 川北中   0-2 負 ※準優勝 

 

＜各種入賞の記録＞ 
 

★令和７年度JA共済小・中学生交通安全ポスターコンクール 

優秀賞：K.Hさん 

 

★税の標語 

   北海道間税会連合会会長賞：M.Yさん 

 

【弁論大会】 

◎第72回別海町少年弁論大会（11/15：別海町） 

優秀賞：M.Aさん「可愛くなりたい」 

佳良賞：S.Nさん「故郷」 

 

【英語暗唱大会】 

◎第45回根室管内英語暗唱大会（10/7：別海町） 

 第１位 K.Rさん ※11/24全道大会出場（札幌市） 

 第６位 T.Nさん 

     I.Yさん、K.Rさん     

 

 

第44回別海町小中高校合同音楽祭（10/31） 
10/31にみなくるにて第44回別海町小中高合同

音楽祭が開催され、本校から３年生と吹奏楽部が参

加しました。３年生は、「春に」を合唱、吹奏楽部

は、「不思議の国のアリス」「勇気100%」を演奏

し、素敵な歌声と演奏が観衆を魅了していました。

最後に、上西春別中学校吹奏楽部、別海高校との３

校合同演奏による「BELIEVE」の中校一体となっ

た全体合唱で２日間の音楽祭は美しく幕を閉じまし

た。ご来場くださった皆様方には心より感謝申し上

げます。 

職員退職のお知らせ 

１０月３１日をもちまして、 
外川 光恵（そとかわ みつえ）事務補が 

退職しましたことをお知らせいたします。 
現在は、リハビリを伴いながら少しずつ体調回
復に努めております。皆様方には大変お世話に
なりありがとうございました。 

第66回別海町芸術文化祭（11/6～9） 
 先日みなくるにて、別海町芸術文化祭が行われま

した。入賞作品をお知らせします。 

教育長賞（絵画の部） I.Yさん 

金賞（書写の部）   F.Mさん 

銀賞（書写の部）   I.Cさん 

銀賞（書写の部）   I.Rさん 

銅賞（絵画の部）   W.Rさん 

銅賞（絵画の部）   M.Hさん 

銅賞（工作の部）   O.Sさん 

銅賞（書写の部）   M.Yさん 

第５０回吹奏楽部定期演奏会（11/2） 
 記念すべき第50回の演奏会のために、中央小、

別海高校を始め、たくさんのOBや関係者の皆様が

駆け付けてくださった定期演奏会は、総勢70名を

超えるダイナミック 

なステージとなりま 

した。演奏の美しさ 

に、音楽で繋がる人 

と人の絆が感じられ 

る素敵な時間でした。 

    


